
早稲田大学比較法研究所は、1958年に設立され2018年に創立60周年を迎えます。研究所の当初の

目的は、日本と諸外国の法制度を比較研究し、日本の法学教育・研究に貢献することでした。現在は、

欧米各国やアジア諸国への日本の法制度の発信や日本から世界に対して普遍的意味をもつ現代の

法律学の重要課題の問いかけも目的としています。

兼任研究所員117人（本学専任教員）＋招聘研究員143人（学外研究者）＋研究協力員3人（本学大学院生）

所長1人・幹事1人・ 助教・助手3

個別
月2回程度の頻度で各法分野の最先端で活躍す

る全世界の法学研究者を招いて公開講演会な

どを開催。

グループ
23件の共同研究プロジェクトを実施。

兼任研究所員や招聘研究員による活発な比較

法研究。

全体
2013年から継続していた全所的研究プロジェクトを発展させ、2017年度より2020年度までの4か年を見

通した「Law and Sustainability学の推進」を開始しました。この研究は、近代以降の国家と人々が絶え

間ない経済成長を不可欠の前提として社会生活を営んできた結果、自然資源の枯渇や地球環境の破

壊を早め、生産と労働の過剰が生じたことを反省し、将来世代も視野に入れた持続可能社会への転換

を図り、経済・社会・環境の3要素のバランスを取りつつ調整するための法と法律学の役割を考察する

ものです。

比較法研究所

Academic Commons

早稲田大学比較法研究所は、全体・グループ・個別の3層で長期的研究に取り組むとともに、法学

学術院のアカデミック・コモンズの機能を果たしています。
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国際交流

比較法研究所は、海外の大学・研究機関と学術

交流協定を結び、交換研究員の派遣と受け入れ、

共同研究の一環として国際シンポジウムなどを開

催しています。

中国社会科学院法学研究所

メルボルン大学比較法・国際法研究所

デューク大学 ロースクール

マックス・プランク外国・国際刑法研究所

マックス・プランク知的財産・競争租税法研究所

韓国法制研究院

ロンドン大学ユニバーシティ・カレッジ

公開講演会・シンポジウム

比較法研究所は、海外からの研究者による講演

会やシンポジウムを例年10回以上開催し、最新

の海外法律情報を知る機会を研究者だけでなく、

学生、社会人にも提供しています。

出版物

比較法研究所の研究成果は、『比較法学』『比較

法研究所叢書』『Waseda Bulletin of Comparative

Law』として定期刊行されています。『比較法研究

所叢書』は、40冊以上刊行されています。

法律文献の収集・日本法などの発信

比較法研究所は、法律情報を収集するとともに、

オンラインでTopics of Japanese Lawのほかに2016

年より新たに「比研オンライン・ジャーナル」、「比

研オンライン・フォーラム」も随時刊行しています。

早稲田大学比較法研究所は、各種の研究活動を通じて、世界各国の法学研究者と日本の法学と法学

研究者を結びつけるフォーラムになることを目指し、世界に向けて研究交流に大きく扉を開いています。
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